
第１５回日本「性とこころ」関連問題学会学術研究大会 
令和８年６月２０日（土） ホテルメトロポリタン３階 富士の間 

テーマ：「性とこころとアディクション～よみがえるコネクション・回復する仲間たち」 
 

８：００ 受付開始 8:30～8:50 理事会  ３階 白鶴 

8：55 開会式 

９：００～９：５５ 

大会長講演 「矯正施設とアディクション」 
講師： 田村 勝弘 （川越少年刑務所 法務教官） 

座長： 五十嵐 愛子 （横浜中央看護専門学校 非常勤講師） 

 １０：００～１０：５５ 

現代のトピックス 「近親性交―語られざる家族の闇」 
講師： 阿部 恭子 （World Open Heart 理事長） 

座長： 安田 美彌子 （当学会理事） 

 １１：００～１２：００ 

教 育 講 演 「少年鑑別所から見える性加害少年たち」 
講師： 定本 ゆきこ （京都少年鑑別所 医務課長） 

座長： 齋藤 益子 （東邦大学 名誉教授） 

１２：００～１２：10 総会 
 

１３：５0～１6：0０ 

メインシンポジウム 「性とこころとアディクション～よみがえるコネクション・回復する仲間たち」 

シンポジスト：① 塚本 堅一 （元ＮＨＫアナウンサー）   「薬物事件で逮捕―セクシャリティを他人から暴かれ」  

② 風間 暁 （若者アフターケア相談センターAWAI） 「若者たちとアディクションの現実」 

③ 津島 隆太  （漫画家）    「火事の中の強い私」 

④ 高橋 悠  （ASK社会対策部）   「わたしのセクシュアリティとアディクション」 

座長： 田村 勝弘 （川越少年刑務所 法務教官）、 松下 年子 （横浜市立大学 名誉教授） 

 １６：１０～１7：1０ 

基 調 講 演 「発達障害・アディクション・性」 
講師： 横道 誠 （京都府立大学 文学部 准教授） 

座長： 伊藤 桂子 （東邦大学 教授） 

 １７：２０～１８：2０ 

公 開 講 座 対談 「安全に狂う方法」 
講師： 倉田 めば  （Freedom 代表） 

赤坂 真理  （作家） 

座長： 田村 勝弘 （川越少年刑務所 法務教官） 

 １８：3０～２０：３０ 

懇親会 富士の間Ｄ→カシオペア（３F） ※変更になりました。抄録集も「富士Ｄ」のままなのでお気をつけください。 
 

一般演題（１２：１５～１３：35） 

①深澤 幸恵（ルチアポルタ） 「児童臨床現場のリアル ～放課後等デイサービスにおける子どもの特性と保護者支援を心理職としてみる」 

②湯浅 静香（一般社団法人碧の森） 「刑余者の社会復帰における阻害要因」 

③石橋 亜紀子（富山刑務所） 「『幸せの書き出し』矯正医療の看護から ～障害を持つ受刑者への看護援」 

④境 美砂子、他（金城大学） 「アディクション支援におけるアンコンシャス・バイアスの影響とトラウマインフォームドケアの視点からの再検討」 

⑤豊吉 泰典（日本医療科学大学） 「同性愛に対する看護教育機関における教育についての一考察－同性愛当事者大学生（Gay）2名へのインタビューを通して－」 

⑥齋藤 益子（東邦大学）、他 「フェムケア支援助産師育成プログラム試案の作成と実施・評価―第１報」 

⑦稲井 洋子（埼玉医科大学短期大学）、他 「フェムケア支援助産師育成プログラム試案の作成と実施・評価―第２報 ～参加者からのアンケート調査より～」 

座長： 斉藤 章佳 （西川口榎本クリニック 副院長） 

今回参加者が多く、８：３０頃には大変な混雑が予想 
されます。可能な方は８：００からのお早目のご来場・
受付にご協力いただけますと幸甚です。 
（それでもお待たせする可能性が高いです。何卒ご了承ください。） 


